


2.8 北極域の海氷 

北極域における海氷域面積は、1979年以降、長期

的に減少する傾向にあり、特に年最小値においてそ

の傾向が顕著である（第 2.8.1図）。北極海の海氷の

変動は、放射収支や大気と海洋の間の熱のやり取り

の変化を通して、気候に影響を与えうることが指摘

されており（本田ほか 2007）、その監視はますます

重要性を増してきている。この節では、2013年の北

極域の海氷の状況を、大気循環の特徴と合わせて記

述する。 

 

2.8.1 北極域の海氷域面積の経過 

2013年の北極域の海氷域面積1（第 2.8.2図）は、

３月 14日に年最大値（1528万 km2）となり、年最大

値としては平年よりも小さい値だった。その後、海

氷域面積はほぼ平年並のペースで減少した。６月下

旬から７月中旬にかけて海氷域面積の減少速度が一

時的に大きくなったが、その後次第に減少速度が小

さくなり、９月 13日に年最小の 513万 km2となった

（第 2.8.3図、図は９月 15日）。これは 1979年以降

で６番目に小さかった（第 2.8.1図）。 

 

2.8.2 融解期の北極域の大気循環 

2013年夏季は、北極海のグリーンランド側が低圧

部、シベリア側が高圧部となりやすい気圧配置で、

寒気が北極海上空にとどまりやすい状況だった（第

2.8.4図）。そのため、海氷域面積が過去最小となっ

た 2012年夏季と比べ、海氷の融解が抑えられたと考

えられる。また、上述の気圧配置により、海氷の大

西洋への流出を抑える風が卓越した影響も考えられ

る。 
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1
海氷域面積は、海氷の密接度が 15%以上の領域の面積で

定義している。 

 

第 2.8.1図 北極域の海氷域面積の年最小値の経年変化

（1979～2013年） 

青色の折れ線は北極域の海氷域面積の年最小値の経年変

化を示す。点線は変化傾向。 
 

 

第 2.8.2図 北極域の海氷域面積の推移（2007年以降の

各年と平年値） 

 
 

 

第 2.8.3図 2013年９月 15日の海氷密接度（左）と９

月 15日の平年（1981～2010年平均）の海氷域2（右） 

右図の白い領域が平年の海氷域を示す。 
 

 

                                                           
2
統計期間（1981 年から 2010 年）で平均した海氷域面積

と出現率分布を求め、出現率の高い領域から順に面積を足

し合わせていき、その累積面積が平均の海氷域面積と等し

くなったとき、算出された領域を平年の海氷域としている。 



 

 

第 2.8.4図 北極域における月平均海面気圧（上）及び 925hPa気温（下）（2013年５～８月の各月平均） 

上段の等値線は海面気圧を表し、間隔は４hPa。下段の等値線は 925hPa 気温を表し、間隔は２℃。陰影域はそれぞれの

平年偏差を表す。左から順に 2013年５月から８月までの各月平均を示す。 



2.9 北半球の積雪域 

積雪に覆われた地表面は、覆われていないところ

と比べて太陽放射を反射する割合（アルベド）が高

い。このため、積雪域の変動は地表面のエネルギー

収支や地球の放射平衡に影響を与え、その結果、気

候に影響を及ぼす。また、融雪に伴い周辺の熱が奪

われたり土壌水分量が変化するなど、間接的なプロ

セスを通じても気候に影響を及ぼす。一方、大気の

流れや海況の変動は、積雪分布に影響を及ぼすなど、

気候と積雪域は相互に密接な関連がある。 

2.9.1 2013年の特徴 

冬（2012 年 12 月～2013 年２月）の積雪日数は、

ヨーロッパや東アジア北部で平年より多く、中国西

部で平年より少なかった（第 2.9.1 図(a)）。３月と

４月はヨーロッパや東アジア北部、北米で平年より

多く（図略）、５月は中国西部や北米で平年より多か

った（同図(b)）。11月は中国西部や北米で平年より

多く、ロシア西部からシベリア西部で平年より少な

かった（同図(c)）。 

 

 

 
第 2.9.1図 衛星観測による北半球の月積雪日数（左）・平年偏差（右） 

(a) 2013年２月、(b)５月、(c) 11月。積雪日数は、米国国防省気象衛星(DMSP)に搭載されたマイクロ波放射計(SSM/I・

SSMIS)の観測値を用いて、気象庁が開発した手法により解析した値。平年値は 1989～2010年平均値。 

(a) 2013 年２月 

(c) 2013 年 11 月 

(b) 2013 年５月 



2.9.2 長期変動 

過去 26 年間（1988～2013 年）における、北半球

とユーラシア大陸の月別の積雪域面積の経年変動

（２月、５月及び 11月のみ）を第 2.9.2 図に示す。 

北半球では、５月や 10～12月に減少傾向がある一

方、１～４月には統計的に有意な傾向は見られない。 

ユーラシア大陸では、５月や 11～12月に減少傾向

がある一方、１～４月や 10月には統計的に有意な傾

向は見られない。 
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(a) 2月 (北半球)
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(d) 2月 (ユーラシア大陸)
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(b) 5月 (北半球)
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(e) 5月 (ユーラシア大陸)
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(c) 11月 (北半球)
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(f)11月(ユーラシア大陸)

 

第 2.9.2 図 北半球（30˚N 以北；左）及びユーラシア大陸（30˚N～80˚N, 0˚～180˚E；右）の積雪域面積(106km2)

の経年変動（1988～2013 年） 

(a)北半球の２月、(b)５月、(c)11 月、(d)ユーラシア大陸の２月、(e)５月、(f)11 月。青線は各年の積雪

域面積、黒色直線は長期変化傾向（信頼度水準 95%で有意の場合に描画）を示す。 

 


